
長崎県議会観光生活建設委員会が
南島原市を現地調査されました

　
　
　令
和
２
年
度
か
ら
市

長
は
、
自
治
会
長
個
人
の
口

座
に
委
託
金
を
振
り
込
ん
で

い
る
。
誰
が
、
何
を
、
自
治

会
長
個
人
に
委
託
し
て
い
る

の
か
に
、
市
長
は
答
弁
し
な

い
。
過
去
の
説
明
は
、
配
布

物
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
、

加
入
者
世
帯
数
に
２
千
円
を

乗
じ
て
支
給
。
配
布
者
は
、

各
自
治
会
で
異
な
り
、
全
て

の
自
治
会
長
が
一
人
で
配
布

し
て
は
い
な
い
と
聞
く
。
個

人
の
口
座
に
振
り
込
む
の
で

は
な
く
、
自
治
会
の
代
表
の

口
座
へ
、
支
給
す
べ
き
。
財

源
は
納
税
者
の
血
税
で
あ
り
、

透
明
性
を
市
長
に
求
め
た
。

自
治
会
の
口
座
と
自
治
会
長

個
人
の
口
座
は
別
と
思
う
。

　
　
　市
長
は
令
和
２
年
の

３
月
に
次
の
自
治
会
長
に
承
諾

書
の
提
出
を
求
め
た
。「
市
に

損
害
を
与
え
た
場
合
、
損
害

賠
償
を
課
せ
る
こ
と
が
で
き

る
」に
署
名
捺
印
を
強
制
。
損

害
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　自
治
会
長
が
、

故
意
に
配
布
物
を
破
棄
し
た

と
き
の
こ
と
を
想
定
し
て
書
き

　
　
　

市
長
は
９
月
９
日
議

会
に
、「
み
ず
な
し
本
陣
は
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
説

明
。
閉
鎖
後
の
利
用
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
　現
時
点
に
お
い
て
、

設
置
者
の
変
更
を
行
い
、「
道

の
駅
」
事
業
が
継
続
で
き
る

よ
う
、
国
・
県
と
「
南
島
原

市
が
設
置
者
に
な
る
方
向
」

で
協
議
し
て
い
る
。駐
車
場
、

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
県
の

管
理
施
設
で
あ
り
、
今
後
も

使
用
は
で
き
る
。
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　地
域
の
活
性
化
は
自

治
体
の
腕
に
か
か
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
い
つ
ま
で
続
け

よ
う
と
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　ア
ー
ト
ビ
レ
ッ

ジ
自
体
は
今
後
も
継
続
し
て

設
置
を
す
る
こ
と
で
変
わ
り

は
な
い
。
現
在
の
版
画
に
特
化

し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
招
へ
い

事
業
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の

方
の
御
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　安
全
な
歩
行
、
走
行

の
た
め
の
実
施
要
領
、
安
全

の
た
め
の
設
置
物
は
で
き
て

い
る
か
。

　
　
　
　
　警
察
と
協
力
し

な
が
ら
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
な

ど
を
内
容
と
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な

も
の
を
作
成
し
て
、
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

設
置
物
に
つ
い
て
は
、
交
差

点
か
ら
15
メ
ー
ト
ル
区
間
の

中
に
標
準
的
な
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
の
資
料
を
配
付
し
た
。

　
　
　第
１
期
工
事
区
間
の

交
差
点
を
調
べ
て
み
た
。
先

に
示
さ
れ
た
対
策
で
は
ま
だ

ま
だ
安
全
の
確
保
は
で
き
て

い
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　１
期
地
区
33
か

所
の
交
差
点
の
一
か
所
一
か

所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

こ
こ
の
交
差
点
は
こ
う
い
う

ふ
う
な
対
策
を
し
よ
う
と
警

察
と
協
議
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
　
　国
連
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
の
報
告

で
は
「
人
間
の
活
動
に
よ
る

影
響
が
、
大
気
や
海
洋
・
陸

地
を
温
暖
化
さ
せ
た
の
は
疑

い
の
余
地
が
な
い
」
と
言
明

し
た
。
気
候
変
動
に
対
し
て

の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

市
長
の
認
識
を
問
う
。

　
　
　本
市
と
し
て
も
、
来

る
べ
き
脱
炭
素
社
会
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
御

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

な
ど
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　「南
島
原
市
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
が
今
議

会
中
に
出
さ
れ
た
。
環
境
省

な
ど
の
指
導
が
あ
っ
た
と
思

う
。
市
長
は
、
非
常
事
態
宣

言
と
概
ね
同
様
の
も
の
と
い

う
が
、
２
０
３
０
年
の
と
ら
え

方
が
違
う
。
市
民
に
は
、
今
本

当
に
気
候
危
機
の
状
況
な
ん

だ
と
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
。
非
常
事
態
宣
言
を

発
出
す
る
べ
き
だ
。
検
討
を
。

市
長

市
長

入
れ
た
。

　
　
　過
去
に
、
そ
の
よ
う

な
事
例
が
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　そ
の
よ
う
な

事
例
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
　
　配
布
物
は
、
市
は
自

治
会
長
に
依
頼
。
お
願
い
す

る
立
場
の
行
政
が
、
逆
に
自

治
会
や
代
表
に
損
害
を
与
え

た
場
合
、
市
長
は
ど
う
す
る

の
か
。

　
　
　市
民
の
皆
さ
ん
に
損

害
を
与
え
た
場
合
は
、
賠
償

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　令
和
２
年
度
の
自
治

会
長
会
議
は
開
催
し
た
か
。

ま
た
、
承
諾
書
は
３
年
度
は

廃
止
と
聞
い
た
が
、ど
う
か
。

　
　
　２
年
度
は
開
催
し
て

い
な
い
。
承
諾
書
は
廃
止
。

　
　
　自
治
会
長
は
行
政
の

委
託
職
員
で
は
な
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

現
　
　
　

地
域
振
興
部
長
が
、

協
力
で
き
る
範
囲
で
協
力
す

る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
進

捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　マ
リ
ア
像
の

保
管
、
建
物
を
建
て
る
農
地

の
転
用
手
続
、
そ
の
他
各
種

事
務
手
続
の
支
援
、
寄
附
へ

の
協
力
の
呼
び
か
け
、
作
者

と
市
民
の
会
と
の
連
絡
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　提
案
型
の
質
問
に
な

る
が
、
マ
リ
ア
観
音
像
の
誘

致
・
設
置
の
事
業
を
ふ
る
さ

と
納
税
の
項
目
に
入
れ
て
は

ど
う
か
。

　
　
　マ
リ
ア
像
の
誘
致
・

設
置
事
業
の
た
め
の
皆
さ
ん

か
ら
の
浄
財
を
、
市
が
活
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　だ
か
ら
本
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
一
つ
の
項
目
と

し
て
考
え
て
は
ど
う
か
。
原

城
一
揆
ま
つ
り
の
補
助
金
は

い
く
ら
使
用
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　補
助
金
は
一

回
で
４
７
０
万
円
。
合
併
後

の
総
額
は
約
８
千
万
円
弱
で

あ
る
。

　
　
　北
有
馬
町
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
ビ
タ
ス
ナ
タ
リ
ス
の
補

助
額
は
。

　
　
　
　
　
　年
間
３
８
０

万
円
。

　
　
　復
活
祭
と
か
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

マ
リ
ア
観
音
像
を
見
て
、
楽

し
ん
で
も
い
い
の
で
は
。〝
世

界
一
の
マ
リ
ア
観
音
像
を
〞

　
　
　高
規
格
道
路
の
早
期

実
現
化
を
県
に
要
望
さ
れ
た

が
、
県
の
回
答
は
。

　
　
　島
原
半
島
３
市
と
意

見
交
換
を
行
う
趣
旨
で
10
月

に
は
県
と
第
一
回
の
検
討
会

を
開
催
し
た
。

　
　
　本
市
の
場
合
、
自
然

災
害
に
加
え
、
緊
急
医
療
体
制

の
支
援
、
地
域
住
民
の
生
活
の

安
全
安
心
を
補
う
命
の
道
で
、

来
年
の
３
月
に
３
市
関
連
で

や
る
の
は
遅
い
の
で
は
。

　
　
　議
会
も
、
地
域
も
行

政
も
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の

道
路
に
つ
い
て
も
機
運
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
て
訴
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
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議
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議
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議
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議
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市
長

市
長

市は賠償しなけれ
ばならない。

市が自治会長に
損害を与えた場
合、市は？
市
長

今はできない。

ふるさと納税にマ
リア観音像の設置
項目を記載しては
市
長

より多くの市民が
訪れていただくよ
う研究する。

アートビレッジ・
シラキノ事業に
ついて
教
育
長

教
育
次
長

建
設
部
長

建
設
部
長

髙 木 和 惠 議員

工事が進む自転車
歩行者専用道路

マ
リ
ア
観
音
像
の
設
置

に
つ
い
て

自
転
車
歩
行
者
専
用
道

路
に
つ
い
て

ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ・シ
ラ

キ
ノ
に
つ
い
て

▼寄附金の使い道について（希望される事業を１つお選びください。）
※未記入の場合は⑥とさせていただきます。

寄附金の
使い道

新設しては

金額

①世界遺産の推進に関する事業

②自然環境の保全及び景観の維持、再生に関する事業

③子供たちの健全育成に関する事業

④高齢者の生きがいづくりに関する事業

⑤文化・芸術のまちづくりに関する事業

⑥その他市長が特に必要と認める事業

〇マリア観音像の誘致・設置事業

□

□

□

□

□

□

□

円

円

円

円

円

円

円

そ
の
他
質
問

・
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

そ
の
他
質
問

・
市
政
に
つ
い
て

  （
出
馬
す
る
の
か
）

・
地
域
振
興
に
つ
い
て

  （
廃
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
）

年度 区分

令和2年度
予算

予算

決算

委託料 自治会活動
交付金

47,372,000円 55,000,000円

47,372,000円

44,302,625円

55,000,000円

54,181,185円

令和3年度

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

市
長

市
長

市
長

　令
和
３
年
11
月
11
日
、
長

崎
県
議
会
観
光
生
活
建
設
委

員
会
の
方
々
が
、
現
地
調
査

で
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　現
地
調
査
で
は
ま
ず
、
中

村
一
三
観
光
生
活
建
設
委
員

長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
引
き
続
き
、

松
本
市
長
、
林
田

議
長
が
歓
迎
の
挨

拶
を
行
い
ま
し

た
。　そ

の
後
、
調
査

事
項
で
あ
る
「
自

転
車
歩
行
者
専
用

道
路
」
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
、
主

に
、
事
業
の
計
画
・

財
源
、
交
差
点
の

整
備
や
安
全
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、

担
当
課
職
員
が
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
、「
自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
の
各
地
点
の
整
備
、
利

用
客
の
ニ
ー
ズ
、
外
灯
の
整

備
、大
き
な
大
会
等
の
誘
致
、

総
事
業
費
、事
業
の
進
捗
率
、

こ
の
事
業
を
や
る
ね
ら
い
や

効
果
」
な
ど
に
つ
い
て
多
く

の
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議

　会

　ミ

　ニ

　ミ

　ニ

　通

　信

中村観光生活建設
委員長の挨拶

現地調査の様子


